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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化し（表1）、二三の論述を新たに加えることとする。
　1・各科学領域における研究方法論　　　　　　　この表では左上から右下にゆるく下がるように引
　臨床心理学は境界領域の学である。あるときは医　　　かれている横線は、現代の地球を表している。一方、
学領域と共同研究を企画し、また司法領域・教育分　　　右上から左下へ引かれている縦線は、現代から古代
野の諸学とシンポジウムを共催する。また、ナラテ　　　にいたる年代軸である。横線上のトピックスは、原
イブとアカウンタブル、この二つの語が研究討議の　　　田論文に記載されている水銀汚染地から、代表的な
場で発言者の立場を表すためにしばしば使われる。　　　ものを選び示した。縦線に沿って記されている記述
異なる学域の者達が共同研究を実施する際、以下の　　　　は（佐藤　P1352007）から引用した。
ような相手の研究方法論を熟知することがまず求め　　　　この論文では、胎生期または乳児期に有機水銀曝
られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　露を受けたと思われる方々の、40～50年後の現在の
　理学・工学・医学系分野　→　客観性　　　　　　　　　心理的状態を問題としている。母から子への二つの
　社会科学・人間科学系分野（臨床心理学を含む）　　　　世代にまたがった時間のなかで水銀曝露を受けた人
　→　相互主観性（間主観性）　　　　　　　　　　　　　　間が、いかなる人格上の影響を引き受けながら生き
　哲学・文学系分野　→　主観性　　　　　　　　　　　　てゆくのかを考えてみることを提案した。その論旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を追いかけてみて、われわれの祖先が水銀といかに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付き合いながら生活していたのかを文献から知りた
　∬・水銀汚染問題の水平軸と垂直軸　　　　　　いと思った。そのまとめのスタ＿トが、後半項「水
　筆者は2007年発表論文において、中国・日本にお　　　　銀と人の交流資料の確認」である。
ける水銀汚染の古代史を展望し、あわせて新潟県阿　　　　図1で示されているように、これらは今から1200
賀野川水域に生活し、水銀曝露を乳児期・胎児期に　　　～1300年以前の出来事である。遠い昔のことと一瞬
受けたと推定される住民の、約40～50年後の心理的　　　思ってから、この親から子への曝露ハンデキャップ
状態を検討した。また有機水銀曝露問題を考える視　　　　の引継ぎを世代の単位で考えたら、一体、奈良時代
点として、世界における水銀汚染問題と古代史料か　　　まではいくつの世代の引継ぎがおこなわれていたの
ら得られる知見との交錯を推考した（佐藤忠司　　　か試算してみて愕然とした。仮に一世代を33年とし
2007）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て（藤浩志　2008）計算してみると、その数字はわ
　本項では、この古代史料の知見と、現代、世界に　　　ずか35である。1300年と考えると、はるかに昔のこ
報告されている水銀汚染等の資料をまとめ（原田　　　ととなるが、35世代年と単位を置き換えてみると、
1995）、記述のみではやや理解にとまどう問題を略図　　　非常に身近な話題として心に迫ってくる。しかし、
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図1．水銀汚染のクロスロードを展望する（佐藤　2008）
／
吉林、魚（1978）　水俣、新潟
2000～～800　→　約35世代年（一世代を約33年、3世代を100年と計算する）
AD984　医心方、水銀の薬物としての使用、18・19：服石編
AD800即身仏と水銀
35世代前の一夫婦から現在何人の係累者があるのか　　　そのため滅びてしまったのか。いや逆に、世代を経
を、最小子孫数として2を仮定して計算してみると、　　　ることによって影響は拡散し、人間の自浄力で汚染
8世代目では256人であるが、35世代目になると170　　　は消え去ったのか。古代の文献資料から直裁的な答
億人を超えてしまう。現在の人口を考えた場合、自　　　えは返ってこない。
然災害はじめ種々の条件で、この単純計算人口は影　　　　　しかし尾畑喜一郎（1968）は、「古代文学序説」で
響を受け現在に至っていると当然考えられる。　　　　　　約150ページを費やして、古代文学の始まりと水銀や
　この35世代年前、水銀曝露の状態下で生活した人　　　銅精錬に携わった人達および金アマルガムの仏像へ
達の中毒状態は、その後、子孫にいかに影響を与え　　　の塗布を業としていた人たちの金属性汚染の関係を、
続けたのか。隔世型の異常状態発生のようなことが　　　古典文学資料の上から論述する。そして一族の子孫
起きていたのであろうか。障害を引き受けた部族は　　　たちから身体的ハンデキャップの頻発を指摘し、と
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きの朝廷による一族の怨念を鎮めるための神への祭　’　藤岡先生から寄託されたものとなった。
りあげ、また子孫一族が特殊な芸能に秀でている場　　　　心理査定素材の絵は、一般的には描かれた数十分
合の朝廷への召抱えを、文献上から明らかにした。　　　　後におおよその心理学的解釈を受けるが、その画用
　代表的なものは徐儒舞（ヒキヒトマイ）集団であ　　　紙が失われない限り、10年後でも20年後でも解釈対
ろう。水銀・銅などの採掘精錬処理にあたっていた　　　象になりうる。描かれたものが残っている限り、千
人たちの子孫が構成していた原始的芸能集団と考え　　　年後でも五千年後でも同様に心理的解釈の組上に載
られる。これが時を経て幾つかの芸能衆と合流し猿　　　せることができる。このことは、文化人類学との接
楽から能へと発展する。現在も確認できるが、能の　　　点からの藤岡喜愛（1966）によるアプローチの軸を、
曲目のなかに死者・怨霊が取り上げているものが多　　　水平軸から垂直軸へ90度回転したものと考えること
い。面の分類には怨霊面が設けられ、怪士（アヤカ　　　　も出来る。
シ）、阿波男、蛙、橋姫、般若、山姥（ヤマンバ）、　　　　筆者は昨年、「火焔描画法」からの情報をもとに、
泥眼などが挙げられている。このことは水銀・銅の　　　ネアンデルタール人やクロマニヨン人の洞窟内の壁
採掘精錬に当たっていた丹生一族や、金アマルガム　　　画のえがき行為を推論した（佐藤忠司　2007b）。こ
塗布を業としていた金婆工の子孫にあたる『かどづ　　　こでは、描かれた対象よりも、描いた人の心象に焦
け一座』から、怨念が引き継がれている証しでない　　　点を当てて検討した。
かと推論し、「芸能とは舞台で前表、“きざし”を見　　　　一方、洞窟壁画へのアプローチは、ルロワ＝グー
せるのが本源ではなかったのか。その隙間に反体制　　　ランのすばらしいカラー写真入り本（Leroi＝Gourhan
の抹殺せられた怨念の異形の化身が登場する。中世　　　1965）に出会うことによって少しずつ進んでいる。
の能の幽霊劇は、体制者側の安堵のための成仏劇に　　　また、マッカリーのユング派の立場からの「ロール
仕立ててあるが、まだまだ浮かばれぬ身分の低いも　　　シャッハ象徴学」（1971）に引用されているルロワ＝
のの数が充満していたはずである」と論述する（郡　　　グーラン評価、特にベンダー・ゲシュタルト法
司正勝1984）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1938）との関連指摘には大いに啓発された。
　これらの論考は、臨床心理学が基盤としている問　　　一方、わが国の研究文献等からは、筆者は以下のも
主観性に基づいてとは言えない。しかし祖先たちが　　　のに関心を持っている。
こうむったであろう生存を脅かす出来事を、見事に　　　　a．フゴッペ洞窟壁に刻まれた絵（1970）
現在的なテーマとしてわれわれに示している。古代　　　　b．埴輪・銅鐸・洞窟内壁画にたいし臨床心理学的
人がそこで、いかに悲しみ、あきらめ、怒り、歯を　　　　　接近が出来るだろうか。（辰巳和弘　1992：佐原
食いしばって生きたか、それはわれわれが、心理面　　　　　真他　1997）
接者として昨日経験したクライエントからの感情と、　　　　c．古代描画素材（三角紋洞窟内壁画）からの臨床
遠くかけ離れたものではない。この言及は本誌上　　　　　　心理学的発想の構築（藤原勝紀　1994）
『佐藤忠司：心理面接者の「つぶやき集合」の収敏過
程について』“IV－（6）鰯の眼が光る、心の重ね合わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】V．まとめ
せ方”に収載した内容につながるものと思っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在、臨床心理学の分野ではクライエントの心的
皿．ヒトの描画行為の水平軸と垂直軸　　理角4に・槻査定法のノウハウがもっぱら使われて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるが、この資産を垂直軸の世界、すなわち古代人
　もう20年以上前のある学会の会場で藤岡喜愛先生　　　の心の世界を読み上げるためにも使うことを提唱し
に話しかけた。「先生、古代人の描いた壁画の臨床心　　　たいと思っている。このことはヒトの系統発生と個
理学的解釈をやりたいですね」と。先生は「佐藤さ　　　体発生、特に乳児期から幼児期にかけての考察に、
ん、それは年を取ったときの楽しみにしませんか。　　　また障害に伴う人格機能の退行との関連でも実りあ
コタツの上に写真集を広げて考えるのも良いもんじ　　　る情報を提供してくるものと期待している。
やありませんか。まだ歩けるうちは、こちらをやり
ましょう」と答えてくださった。それから数年後、
先生は鬼籍に入られた。それ以来、筆者にとって岩
壁画・古代壁画や銅鐸に描かれた絵を読むことは、
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